



経済研究所 / Institute of Developing














治、歴史など、社会科学系の図書や定期刊行物を、現地発行のものも含めて、網羅的に収集し、整理し、閲覧に供していることで、日本の著名 大学の図書館も太刀打ちできない広範でアップ・ツー・デートな収集ができていること あろう。そして現在は千葉市にあるアジ研図書館 なかで、開架式のため本を手にとって内容を確かめてから借 出し 、館内で読むことが出来る（賛助会員には館外貸し出しも可能）という、私のような本の現物を見 から、論文書きの資料を見つけるタイプの人間には、大変親切な閲覧方式をとっていることが貴重である。
もちろん現代の図書館の機能として、このような発掘型の研









研究者にとって 抜群に便利なシステムである。私にとって、大学などが所有しているアフリカ関係の図書を探し当てることは、なかなか困難である。従ってＮＡＣＳＩＳを開いて、その探している図書の 蔵場所としてアジ研図書館があた ことは断然多く さすがアジ研だと思うことが多い。
アフリカだけでなく、アジア、中東、中南米の研究者も、こ
のようなアジ研図書館に恩恵を蒙っている人は であろう。ただアジ研が千葉市に移ってから、東京都心から遠 ため、利用者が減っているという声を聞く。この対策とし 、都心の六本木のＪＥＴＲＯ本部にあ 閲覧室内に、アジ研専用の小さい閲覧室を設け あ が その存在を知る人が少ないせいか、あまり使われていないように見受けられる アジ研の蔵書という宝を持ちぐされにさせ いためにも、この閲覧室 も 少し便利な機能を与えられないだろ か？せめて新着図書 いはそのリスト この閲覧室 一定期間備えて、ＪＥＴＲＯ本部図書館の利用者に気付かせてあげれば、一般の利用者もアジ研の宝を知ることになるように思う。
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